
朝 日 町

りんごとワインの里りんごとワインの里

平成29年度一般会計予算の質疑………………… Ｐ２～５
平成29年度特別会計、企業会計予算の質疑…… Ｐ６～７
可決された条例制定・改正……………………… Ｐ８
人事案件、否決された特別職の報酬、請願…… Ｐ９
平成28年度補正予算の質疑……………………… Ｐ１０
議会活性化特別委員会中間報告………………… Ｐ１１
一般質問…………………………………………… Ｐ１２～１７
一般質問を傍聴した宮宿小6年生の一言感想…… Ｐ１８～１９
国民年金の意見書、平成29年度議会報告会の日程…… Ｐ２０～２１
政務活動費を活用しての自主研修報告………… Ｐ２２～２３
町民の声、編集後記……………………………… Ｐ２４

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

　目　　次　

発行／2017.４.14

№126

1つ上の組になって園児みんなでお祝いした
あさひ保育園入園式（4月1日）

平成29年３月定例会
◦会期／３月２日～10日

1



一
般
会
計
質
疑

鈴
木
義
昭
議
員
　
集
落
支

援
員
配
置
の
目
的
は
。

政
策
推
進
課
長
　
55
の
集

落
が
抱
え
る
問
題
点
の
基

礎
調
査
を
行
い
、
実
態
を

把
握
し
、
平
成
30
年
度
の

予
算
編
成
に
生
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。

白
田
議
員
　
ブ
ラ
ン
ド
米

促
進
事
業
と
し
て
県
で
は
、

山
形
１
１
２
号
を
「
雪
若

丸
」
と
命
名
し
売
り
出
す
。

　
町
内
で
作
付
し
て
い
る

山
形
95
号
は
、
ど
の
よ
う

に
命
名
し
売
り
出
す
の
か
。

農
林
振
興
課
長
　
平
成
29

年
度
は
４
ヶ
所
で
作
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
売
り

出
す
予
定
で
す
。

鈴
木
光
一
議
員
　
自
動
車

取
得
税
交
付
金
が
、
対
前

年
度
比
で
30
％
増
え
た
理

由
は
。

総
務
課
長
　
直
近
の
実
績

に
基
づ
い
て
計
上
し
ま
し

た
。

阿
部
議
員
　
道
の
駅
の
ト

イ
レ
の
臭
い
が
今
だ
に
消

え
な
い
。
本
格
的
な
改
修

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

総
合
産
業
課
長
　
専
門
業

者
と
綿
密
に
調
整
を
図
り
、

新
た
な
設
置
も
含
め
早
期

に
対
処
し
ま
す
。

細
谷
議
員
　
将
来
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
増
に
向
け
、
町

内
の
文
化
財
の
案
内
板
を

見
直
す
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
文
化
課
長
　
当
町
に

は
宝
の
山
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
看
板
未
整
備
の

文
化
財
等
に
つ
い
て
は
、

看
板
設
置
や
更
新
を
、
順

次
進
め
て
い
き
ま
す
。

柴
田
議
員
　
今
後
の
保
育

士
確
保
、
処
遇
改
善
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考

え
か
。

町
長
　
国
か
ら
民
間
保
育

園
へ
の
支
援
策
が
、
強
く

打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
保
育
士
の
平

均
年
収
が
７
・
７
％
増
と

な
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法

人
あ
さ
ひ
会
へ
の
委
託
費

を
増
や
し
ま
し
た
。

細
谷
議
員
　
自
然
災
害
へ

の
対
策
が
急
務
と
さ
れ
て

い
る
中
で
、
今
年
、
防
災

マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
る
。

そ
の
手
順
要
綱
は
。

一般会計予算 50億6000万円 可決

質疑を采配した
松 尾  正 二

予算審査特別委員長

集落支援員配置事業
561万円デマンド交通事業

1856万円

の質疑

あさひ保育園の未満児保育室
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平成
29年度

総
務
課
長
　
防
災
マ
ッ
プ

３
５
０
０
冊
を
全
戸
に
配

布
し
、
町
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
補

助
採
択
後
速
や
か
に
作
成

し
、
で
き
る
だ
け
早
く
配

布
し
ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
消
防
団

員
の
確
保
を
目
的
に
、
今

回
条
例
を
改
正
し
た
。

　
町
外
か
ら
町
内
の
職
場

に
勤
務
す
る
、
団
員
の
保

障
や
諸
連
絡
の
手
段
は
ど

う
な
る
。

総
務
課
長
　
団
員
は
、
全

て
同
じ
処
遇
と
保
障
に
な

り
ま
す
。
諸
連
絡
は
メ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

白
田
議
員
　
こ
れ
ま
で
２

回
行
っ
た
ミ
ー
ト
マ
ラ
ソ

ン
を
、
今
度
は
ど
の
よ
う

に
変
え
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長
　
朝
日
町

の
主
要
な
ブ
ラ
ン
ド
品
が
、

り
ん
ご
と
ワ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
コ
ー
ス
と
内

容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
ふ
る
さ

と
納
税
で
高
額
寄
付
を
募

る
た
め
に
、
高
価
な
返
礼

品
を
用
意
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
　
現
在
は
１
万
円
の

寄
付
に
、
３
５
０
０
円
以

内
の
返
礼
品
に
し
て
い
る

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
当
町
に
は
優
秀
な
も
の

づ
く
り
企
業
が
あ
り
ま
す
。

企
業
に
相
談
し
、
協
力
を

得
て
、
対
応
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

細
谷
議
員
　
山
形
へ
の
直

行
バ
ス
を
和
合
、
大
谷
方

面
の
高
校
生
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
自
転
車
置
き
場

を
つ
く
る
。
ど
こ
に
つ
く

る
の
か
。

政
策
推
進
課
長
　
朝
日
中

生
が
利
用
し
て
い
る
バ
ス

停
付
近
に
、
利
用
者
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

５
～
６
台
置
け
る
駐
輪
場

を
つ
く
り
ま
す
。

事業
主
な

の中から

防災マップ作成の委託
380万円

朝日町マラソン実行委員会に
200万円

役場庁舎にエレベータ設置

↓
自
然
観
の
エ
レ
ベ
ー
タ

8400万円

小型動力ポンプ等整備
1605万円

くらし体験施設ゲストハウス
「松本亭一農舎」周辺整備

441万円

山形直行バス利用者用に駐輪場設置
130万円

大規模防災訓練
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町
長
　
町
民
の
生
活
に
直

結
す
る
大
切
な
事
案
で
す
。

安
全
に
稼
働
さ
せ
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

柴
田
議
員
　
県
か
ら
の
財

政
調
整
交
付
金
が
減
額
さ

れ
た
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
一
般
会

計
繰
入
金
の
計
算
で
、
保

険
給
付
費
か
ら
前
期
高
齢

者
交
付
金
と
退
職
被
保
険

者
交
付
金
を
差
し
引
い
た

額
の
１
０
０
分
の
６
で
計

算
さ
れ
る
も
の
で
、
町
民

１
人
当
り
の
所
得
額
等
が

勘
案
さ
れ
て
減
額
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

柴
田
議
員
　
空
気
神
社
、

空
気
の
日
を
、
国
民
の
祝

日
に
す
る
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

い
る
の
か
。

町
長
　「
り
ん
ご
と
ワ
イ

ン
と
空
気
神
社
の
町
」
と

３
点
セ
ッ
ト
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
、
国
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
も
続
け
て
い
き

ま
す
。

阿
部
議
員
　
自
治
公
民
館

の
補
修
を
、
少
額
で
も
出

来
る
よ
う
に
し
た
の
は
好

評
だ
。
そ
の
予
算
が
１
０

０
万
円
し
か
な
い
。
申
込

み
が
オ
ー
バ
ー
し
た
ら
。

町
長
　
補
正
を
組
ん
で
で

も
、
町
民
の
要
望
に
応
え

て
い
き
ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
現
在
、

除
雪
基
地
が
住
宅
街
に
あ

る
。
騒
音
と
安
全
の
面
か

ら
、
移
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

石
井
議
員
　
こ
れ
か
ら
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

観
光
案
内
の
大
型
看
板
の

設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
進

捗
状
況
は
。

総
合
産
業
課
長
　
平
成
28

年
度
の
予
算
で
製
作
中
で

す
。
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

ま
で
に
設
置
し
ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
商
工
業

融
資
と
ふ
る
さ
と
融
資
の

両
貸
付
収
入
に
係
る
、
貸

付
先
と
そ
の
原
資
は
。

総
合
産
業
課
長
　
商
工
業

融
資
貸
付
収
入
は
、
町
内

に
居
住
す
る
勤
労
者
へ
低

利
な
生
活
資
金
等
を
融
資

す
る
東
北
労
働
金
庫
に
対

し
毎
年
４
月
、
町
が
預
託

金
を
納
め
て
い
る
、
そ
の

預
託
返
還
金
で
す
。

健
康
福
祉
課
長
　
ふ
る
さ

と
融
資
貸
付
収
入
は
、
和

合
荘
建
築
時
に
、
町
が
社

会
福
祉
法
人
朝
日
敬
慎
会

に
融
資
し
た
元
金
の
返
済

金
で
す
。
原
資
は
、
民
間

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金

で
す
。

柴
田
議
員
　
今
年
、
第
６

次
総
合
発
展
計
画
の
策
定

年
度
に
な
る
が
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
る
大
規
模
事

業
は
何
か
。

町
長
　
高
齢
者
住
宅
の
整

備
、
道
路
や
橋
梁
の
補
修
、

そ
の
他
町
有
施
設
の
長
寿

命
化
、
除
雪
基
地
の
整
備

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理

料
の
分
担
金
に
つ
い
て
、

１
市
３
町
の
平
等
割
が

30
％
に
な
っ
て
い
る
の
は

不
公
平
だ
。
20
％
に
す
る

提
案
を
理
事
会
で
し
て
み

て
は
。

町
長
　
地
元
の
声
な
の
で
、

理
事
会
に
反
映
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
き
ま
す
。
１

市
３
町
の
意
見
も
聞
き
な

自治公民館の整備に対する補助８ｔ級除雪ドーザ購入耕地災害復旧工事補助

100万円2000万円150万円

除雪基地
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健
康
福
祉
課
長
　
週
１
回

ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
予
定
で
す
。

阿
部
議
員
　
よ
り
高
温
の

温
泉
を
求
め
て
い
も
が
わ

温
泉
の
源
泉
を
、
再
度
掘

削
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
水
量
と

成
分
に
は
変
化
が
な
く
安

定
し
て
い
る
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
再
堀
削
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

柴
田
議
員
　
新
学
習
指
導

要
領
が
文
科
省
か
ら
示
さ

れ
た
。
平
成
32
年
か
ら
小

学
３
、
４
年
生
に
英
語
が

必
修
に
な
る
。
町
と
し
て

の
英
語
教
育
対
策
は
。

教
育
長
　
教
育
研
究
所
内

に
、「
英
語
活
動
推
進
部

会
」
を
設
置
し
、
研
究
授

業
や
先
進
地
視
察
を
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
策
定
す

が
ら
進
め
ま
す
。

鈴
木
光
一
議
員
　
高
齢
者

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
伴
う
、
新
た
な
事
業

の
計
画
は
。

る
「
朝
日
町
教
育
振
興
計

画
」
の
中
に
も
対
策
を
講

じ
ま
す
。

長
岡
議
員
　
徳
島
県
で

デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
の
車
輌
作
成
費
が
予

算
化
さ
れ
た
。
対
し
て
、

当
町
の
予
算
は
少
な
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長
　
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
、
広
域
推

進
協
議
会
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

石
井
議
員
　
あ
っ
ぷ
る

ニ
ュ
ー
豚
の
商
品
を
、
町

は
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て

認
定
し
て
い
る
の
か
。

総
合
産
業
課
長
　
ブ
ラ
ン

ド
商
品
と
し
て
、
今
後
も

県
内
外
へ
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

細
谷
議
員
　
町
は
新
規
就

農
を
促
し
、
将
来
の
移
住
、

定
住
に
つ
な
げ
る
方
策
と

し
て「
新
農
業
人
フ
ェ
ア
」

に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
成
果
は
。

農
林
振
興
課
長
　
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し

て
い
た
方
が
当
町
の
ブ
ー

ス
に
訪
れ
た
の
が
縁
で
、

当
町
に
移
住
し
就
農
し
た

と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
ェ
ア
に
は
、
今
後
も

継
続
し
て
参
加
し
て
い
き

ま
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
平
成
29

年
度
の
あ
っ
ぷ
る
ニ
ュ
ー

豚
の
飼
育
頭
数
は
。
ま
た
、

販
路
戦
略
は
。

総
合
産
業
課
長
　
１
０
０

頭
を
飼
育
し
、
全
頭
出
荷

を
目
指
す
た
め
、
畜
舎
を

改
築
し
、
牧
柵
を
整
備
し

ま
す
。

　
り
ん
ご
の
森
へ
の
販
売

の
ほ
か
、
保
育
園
、
小
学

校
の
給
食
等
に
も
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

ニュー「ロッジしらくら」外構工事創遊館の修繕計画策定委託

コンビニ収納システム導入

施設の本体と外構工事

放課後児童クラブ新築
プレイルームで元気なりんごっ子

高齢者生産活動センター改修

3400万円1000万円

225万円

１億2732万円
5530万円
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平成29年度

特別会計・企業会計予算
の質疑

可決された

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 11億9010万円

介 護 保 険 特 別 会 計 11億6000万円

後期高齢者医療特別会計 858３万円

集落排水事業特別会計 ２070万円
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 1億6２94万円

病 院 事 業 会 計 8億　8３２万円

集
落
排
水
事
業

白
田
議
員
　
昭
和
56
年
に

供
用
開
始
し
た
大
谷
地
区

集
落
排
水
処
理
施
設
は
、

だ
い
ぶ
老
朽
化
し
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
様
な
事
業
を

計
画
し
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長
　
平
成
29

年
度
に
調
査
を
行
い
、
平

成
30
年
度
に
国
の
補
助
金

を
利
用
し
て
脱
水
機
等
の

修
理
を
行
う
計
画
で
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
平
成
30

年
度
に
改
修
を
行
う
際
、

処
理
場
を
使
用
し
な
が
ら

で
も
工
事
は
可
能
な
の
か
。

建
設
水
道
課
長
　
処
理
場

内
の
施
設
は
、
稼
働
し
た

ま
ま
修
理
が
可
能
で
す
。

脱
水
機
は
、
仮
設
の
も
の

を
設
置
し
稼
働
す
る
予
定

で
す
。

水
道
事
業

細
谷
議
員
　
水
道
事
業
整

備
計
画
に
基
づ
く
、
耐
震

化
に
向
け
た
水
道
管
布
設

替
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長
　
現
段
階

で
は
10
％
で
あ
る
が
、
自

然
災
害
に
対
応
で
き
る
強

い
水
道
に
す
る
た
め
に
、

重
要
度
や
優
先
度
を
踏
ま

え
た
更
新
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

柴
田
議
員
　
今
年
度
新
設

し
た
曲
淵
配
水
池
の
減
価

償
却
は
、
ど
の
様
に
な
る

の
か
。

建
設
水
道
課
長
　
建
設
費

は
約
８
０
３
０
万
円
。
償

却
期
間
は
60
年
で
、
年
間

償
却
額
は
約
１
２
３
万
円

と
な
り
ま
す
。

早急な整備が望まれる一ッ沢接合井完成した曲淵配水池

大谷地区集落排水施設

6



　
総
合
事
業
は
、
介
護
予
防
と
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
の
日
常
生
活
支
援
を
目
的
と

し
、
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町
は
ど
の
よ
う
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
す
る
か
、
そ
の
予
算

は
ど
う
確
保
す
る
か
、
利
用
す
る
人
の
負
担

を
ど
う
押
え
る
か
、
思
慮
深
い
計
画
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

通所リハビリ訓練

細
谷
議
員
　
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
具
体
的
取
り
組
み

と
し
て
、
一
般
病
床
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
転

換
し
た
場
合
、
予
想
さ
れ

る
人
的
配
置
や
経
費
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

病
院
事
務
長
　
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
へ
転
換
し
た
場

合
、
病
床
を
仕
切
る
な
ど

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
経
費
の
増
や
、
理
学
療

法
士
な
ど
の
増
員
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
今
後
、
具
体

的
金
額
等
、
詳
細
に
わ

た
っ
て
検
討
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

病
　
院
　
事
　
業

介護予防・日常生活支援総合事業の概要
①介護予防・生活支援サービス事業【対象：要支援１・２、総合事業対象の方】

②一般介護予防事業【対象：すべての高齢者】従来の介護予防事業

◆訪問型サービス…�利用者が自力では困難な行為を、同居家族の支援や地域の支え合い、支
援などが受けられない場合に、自宅に訪問し自立支援に向けてサービス
を提供します。

　高齢者を対象にした介護予防教室、地域の高齢者を中心とした居場所づくり活動や介護予
防ボランティアの活動を支援する事業などを実施します。

◆通所型サービス…�デイサービス事業所などで、生活行為向上のための支援及びそれぞれの
目標に合わせ、自立に向けたサービスを提供します。

◆生活支援サービス…�平成29年度の実施予定はありませんが既存のサービス等の把握、今後
必要なものについて検討していきます。

サービス提供者 提供時間 利用料金 利用回数

訪問介護事業所 およそ60分/回 266～285円/回
※１割負担の場合

月４～８回（要支援２の方は、12回ま
で）ケアプラン担当者と相談

（※）利用料金：通常は１割、一定以上所得の方は２割負担になります。初回加算有り。

通所介護 通所型サービスＡ（短時間サービス）

内　　容 ○�日常生活支援（健康チェック/食事/入浴/
レクリエーション等）
○�機能訓練加算（生活向上グループ活動/運動
器/栄養改善/口腔機能向上）

○�運動機能向上型（運動機能向上プログラ
ムを実施）

○�一般型（介護予防体操、レクリエーショ
ン等）

対 象 者 ○�既にサービスを利用しており、サービス利用
の継続が必要な人
○入浴、排泄、食事等の介助が必要な人等

○入浴、排泄、食事等の介助が不要な人

提供時間 約７時間/回 ２時間以上３時間未満/回

利用料金 378～389円/回
その他に加算、昼食代などあり。

○運動機能向上型：279円/回
○�一般型：223円/回送迎加算：47円/片
道、昼食代など

利用回数 ４～８回/月　ケアプラン担当者と相談 ４回/月

※利用料金：１割、または２割負担になります。初回加算有り。上記記載額は１割負担です。

・小林　達　院長

・瀬尾恭一　内科医長（町立金山診療所へ）

・渡辺智之　内科医長（山大附属病院へ）

　※瀬尾・渡辺両先生大変お世話になりました

平成28年 平成29年
・小林　達　院長

・村形寿彦　内科医長（県立新庄病院より）

・渡辺　舞　内科医長（県立中央病院より）

・寺田太一　内科医長（ 〃 ）

４月から常勤医の先生の配置体制が変わります。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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町
営
バ
ス
の
拡
充

　
現
在
運
行
中
の
山
形
直
行

バ
ス
（
往
復
）
の
他
に
、

左
沢
駅
前
19
時
30
分
発

　
大
谷
経
由

朝
日
町
役
場
前
20
時
着

を
新
た
に
運
行
す
る
。

　
左
沢
線
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
、

並
び
に
、
左
沢
高
生
が
部
活

終
了
後
に
利
用
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
も
の
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

▼
75
歳
以
上
の
利
用
料

　
４
０
０
円
→
２
０
０
円

▼�

北
部
９
時
30
分
発
宮
宿
行

き
を
新
た
に
運
行
す
る
。

※�

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
に

は
、
左
沢
、
寒
河
江
方
面

往
復
の
山
交
バ
ス
利
用
料

も
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

に
準
じ
て
安
く
す
る
。

▼
国
道
２
８
７
号
の
拡
張
工

事
に
伴
い
、
町
道
杉
山
水
本

線
・
杉
山
針
生
線
の
拡
張
工

事
を
行
う
た
め
変
更
す
る
も

の
。
総
事
業
費
は
、

３
５
５
０
万
円
。

　
元
利
償
還
の
80
％
が
交
付

税
借
置
さ
れ
る
辺
地
債
を
充

当
す
る
の
で
、
町
の
一
般
会

計
か
ら
の
持
出
し
は
７
１
０

万
円
。

▼
平
成
28
年
度
に
改
築
し
た

ロ
ッ
ジ
し
ら
く
ら
建
設
費
及

び
そ
の
周
辺
整
備
（
ゲ
レ
ン

デ
の
一
部
改
修
と
下
水
整
備

を
含
む
）
費
と
し
て

２
億
８
０
０
万
円

を
計
上
。

　
こ
れ
に
も
辺
地
債
を
充
当

す
る
の
で
、
一
般
会
計
か
ら

の
持
出
し
は
４
１
６
０
万
円
。

　
朝
日
町
名
誉
町
民
故
阿
部

宗
一
郎
氏
か
ら
生
前
に
い
た

だ
い
た
寄
付
金
を
、
氏
の
意

向
に
添
う
形
で
基
金
を
創
設

し
、
町
内
小
学
校
の
児
童
の

た
め
に
購
入
す
る
図
書
費
に

充
て
る
も
の
で
、
基
金
の
額

は
１
７
０
０
万
円
。

　
平
成
28
年
度
分
は
補
正
予

算
で
約
50
万
円
が
、

本
購
入
に
充
て
ら

れ
る
。

可決された条例制定・改正
そ
の
一

そ
の
四

そ
の
三

そ
の
二

交通機関の新配置、利用料値下げに関する条例

辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更

朝日町消防団条例の
一部を改正

朝日町宗生文庫の
設置・管理に関する条例

任
命
す
る
消
防
団
員
の

範
囲
を
広
げ
る
改
正

　
今
ま
で
は
町
内
に
居
住
す

る
人
に
限
定
し
て
い
た
も
の

を
「
町
外
か
ら
町
内
に
勤
務

す
る
人
」
に
対
象
を
広
げ
た
。

　
所
属
す
る
部
は
勤
務
地
の

部
、
ま
た
は
、
以
前
に
居
住

し
て
い
た
部
と
す
る
。
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全員賛成で可決された人事案件

平成15年から毎年時限立法の形で下記の
ように減額措置（月額）がとられてきた。

　平成29年度も同様に提案されたのに対
し、賛成１人、反対９人で否決された。
　疲弊する町内の経済活動を好転させる
には、まず三役が率先して町内でお金を
回すべきだとの意思もあった。

　　 町　長…82.0万円　→　73.5万円
　　 副町長…63.5万円　→　60.0万円（ 教育長…57.5万円　→　55.0万円）

副
町
長
に

川
口　
幸
男 

氏
（
58
歳
）

　
記
名
投
票
で
採
決
し
、
全
議
員
か
ら

同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

長
岡　
輝
美 

氏
（
58
歳
）

　
起
立
採
決
の
結
果
、
全
議
員
の
賛
成

起
立
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

否
決
さ
れ
た
特
別
職
３
役
の
報
酬
減
額
条
例

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」の
復
活
を
求
め
る
請
願

▼
請
願
者　
…
… 

農
民
運
動
山
形
県
連
合
会  

会
長　

小　
林　
茂　
樹

▼
紹
介
議
員　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

小　
関　
崇　
夫

提
案
に
対
す
る
反
対
討
論

柴
田
喜
久
雄
　

　
鈴
木
町
長
は
、
就
任
以
来
12
年
間
、

特
別
職
の
給
与
を
減
額
し
て
き
た
。

　
町
は
行
革
大
綱
の
名
の
も
と
に
、

並
々
な
ら
ぬ
取
り
組
み
で
県
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
健
全
財
政
の
町
に
つ
く
り
上
げ

た
。
こ
の
実
績
に
報
わ
れ
る
べ
き
だ
し
、

時
期
的
に
も
本
条
例
に
戻
す
べ
き
だ
。

町
民
も
納
得
す
る
と
思
う
。

　
不
採
択
に
し
た
主
な
理

由
は
、
国
に
出
す
意
見
書

の
内
容
を
、
㋐
民
主
党
政

権
時
に
制
定
し
た
10
ａ
当

た
り
１
５
０
０
０
円
の
復

活
を
求
め
る
の
か
、
㋑
現

在
の
７
５
０
０
円
の
継
続

を
求
め
る
の
か
、
は
っ
き

り
し
な
い
の
で
、
明
確
に

指
定
し
て
再
提
出
を
求
め

た
い
、
と
の
思
い
か
ら

だ
っ
た
。

請  願
採
決
の
結
果
、

請
願
に
賛
成
者

少
数（
２
人
）で

不
採
択
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▼一般会計… ………………… 4880万円の減額

▼国民健康保険特別会計… ……885万円の増額

▼介護保険特別会計… ……… 8028万円の減額

平成28年度の 補正予算（可決）の質疑

一
般
会
計

鈴
木
光
一
議
員
　
和
合
地

区
の
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
は
最
終
年
度
と
な
る

が
、
工
事
請
負
費
が
１
１

８
０
万
円
ほ
ど
減
額
に

な
っ
た
理
由
は
。

建
設
水
道
課
長
　
工
事
終

了
に
伴
う
精
査
に
よ
る
減

額
で
す
。

鈴
木
義
昭
議
員
　
定
住
推

進
空
き
家
活
用
の
事
業
で
、

平
成
28
年
度
の
空
き
家
改

修
の
申
請
件
数
と
、
１
件

当
た
り
の
平
均
補
助
額
は
。

ま
た
、
空
き
家
へ
の
転
入

者
は
何
人
い
た
の
か
。

政
策
推
進
課
長
　
改
修
申

請
は
３
件
で
、
１
件
当
た

り
の
平
均
補
助
額
は
38
万

６
千
円
で
す
。
転
入
者
は

12
人
で
す
。

松
尾
議
員
　
自
動
車
取
得

税
交
付
金
が
、
当
初
予
算

の
１
・
５
倍
（
４
５
０
万

円
）
の
大
幅
補
正
だ
。

　
昨
年
も
１
・
５
倍
の
増

額
補
正
で
、
最
終
の
決
算

で
は
当
初
予
算
の
３
・
５

倍
を
超
え
る
９
５
４
万
円

に
も
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
２
ヶ
年
間
に
わ
た
る
異

常
な
修
正
。
当
初
予
算
の

見
積
り
が
甘
い
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長
　
当
初
は
、
確

実
に
見
込
め
る
３
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
幅
増
が
交
付
さ

れ
、
決
算
で
は
７
５
０
万

円
に
な
る
見
込
み
で
補
正

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て

今
後
は
、
適
正
な
予
算
見

積
も
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

松
尾
議
員
　
小
学
校
の
工

事
請
負
費
２
０
０
万
円
が
、

全
額
減
額
に
な
っ
た
理
由

は
。

教
育
文
化
課
長
　
西
五
百

川
小
の
複
式
学
級
に
備
え

る
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
た
の
で
す
が
、
転
入
生

が
あ
っ
て
複
式
を
免
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

国
保
会
計

松
尾
議
員
　
歳
出
補
正
の

「
財
源
内
訳
」の
中
で
「

財

源
更
正
」と
い
う
説
明
が

目
立
つ
。
こ
れ
は
、
特
定

財
源
の
負
担
割
等
が
変
更

に
な
っ
た
た
め
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
当
初
、

国
県
等
の
支
出
金
・
交
付

金
及
び
補
助
金
は
、
充
当

す
る
各
項
目
の
規
定
に
よ

り
、
財
源
内
訳
（
特
定
財

源
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
実
績
に
基
づ
い

て
所
要
額
が
算
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
財
源
内
訳
も

変
わ
り
財
源
更
正
す
る
も

の
で
す
。

介
護
会
計

松
尾
議
員
　
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、
４

３
０
０
万
円
の
減
額
で
あ

る
が
、
昨
年
の
12
月
議
会

で
も
減
額
補
正
が
あ
っ
て
、

合
わ
せ
て
５
３
０
０
万
円

の
減
額
に
な
る
。
こ
れ
は

当
初
予
算
の
10
％
減
と
な

る
。
施
設
入
所
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
な
の

か
。

健
康
福
祉
課
長
　
過
去
の

実
績
を
踏
ま
え
、
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は

入
所
者
数
は
増
え
て
い
く
、

と
い
う
見
込
み
で
計
上
し

て
い
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
、
当
初
の
予

想
よ
り
も
増
え
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
減
額
で
す
。
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議
員
名
　
阿
部
　
為
吉

　
　
　
　
石
井
喜
久
男

　
　
　
　
柴
田
喜
久
雄

　
　
　
　
長
岡
　
裕
二

　
　
　
　
小
関
　
崇
夫

〈
主
な
主
張
〉

●
定
数
を
減
ら
し
て
も
無

競
争
に
な
ら
な
い
と
は
限

ら
な
い
。
有
能
な
人
材
を

求
め
る
た
め
に
も
、
門
戸

は
広
げ
て
お
い
た
方
が
よ

い
。

●
広
い
朝
日
町
に
あ
っ
て

議
員
名
　
細
谷
　
秀
明

　
　
　
　
松
尾
　
正
二

　
　
　
　
白
田
　
忠
一

　
　
　
　
鈴
木
　
義
昭

〈
主
な
主
張
〉

●
朝
日
町
よ
り
人
口
の
多

い
町
で
も
10
人
、
11
人
と

減
ら
し
て
い
る
。
今
後
も

人
口
減
が
加
速
し
て
い
く
当

町
に
あ
っ
て
、
議
員
だ
け
が

そ
の
ま
ま
と
い
う
手
は
な
い
。

●
全
議
員
が
頑
張
っ
て
い

れ
ば
「
減
ら
せ
」
の
声
な

議員定数「12人の現状を維持する」に決着！
町民の幸せ実現のために活動できる適正な定数はいったい何人なのか、慎重に検討した結果…

12人を維持すべきとする主張１人減の11人にすべきとする主張

議会活性化特別委員会中間報告

　議会活性化特別委員会（鈴木光一委員長）は３月定例会で、24頁にわたる中間報告書を

議長に提出した。その中から、数次にわたって議論した議員定数を中心に報告します。

議
員
の
目
が
少
な
く
な
れ

ば
、
各
地
域
の
課
題
も
見

え
に
く
く
な
る
。

●
３
つ
の
常
任
委
員
会
の

活
動
が
何
か
と
窮
屈
に
な

る
。
現
に
、
減
ら
し
た
町

で
は
そ
う
言
っ
て
い
る
し
、

12
人
を
守
る
朝
日
町
を
応

援
す
る
声
が
多
い
。

●
当
初
あ
っ
た
「
他
町
に

学
び
減
ら
せ
」
と
い
う
町

民
の
声
に
も
変
化
が
み
ら

れ
る
。
「
議
会
活
動
を
す

ど
上
が
っ
て
こ
な
い
。

「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
議
員

を
落
と
す
こ
と
も
で
き
な

い
」
と
い
う
人
も
い
る
。

●
選
挙
が
あ
っ
て
こ
そ
議

員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が

る
。
活
気
あ
る
新
人
議
員

と
も
政
策
論
争
が
で
き
る
。

●
減
ら
す
こ
と
で
経
費
も

減
ら
せ
る
。
そ
の
金
を
他

の
事
業
に
回
せ
る
。

●
定
数
12
人
の
今
期
の
う

ち
約
３
年
間
が
、
11
人
で

る
上
で
実
際
に
何
人
必
要

な
の
か
は
、
議
員
自
ら
が

決
め
る
こ
と
」
と
。

●
「
活
躍
し
な
い
議
員
も

い
る
か
ら
」
と
の
声
も
あ

る
が
、
議
員
の
誰
も
が
批

判
の
的
に
さ
れ
て
い
る
も

の
。
会
派
を
つ
く
ら
ず
、

12
人
が
個
性
を
生
か
し
た

持
ち
場
で
働
く
の
が
朝
日

町
議
会
で
、
今
日
も
そ
の

連
帯
心
で
動
い
て
い
る
。

進
む
現
実
を
無
視
は
で
き

な
い
。
11
人
で
も
別
段
支

障
を
き
た
し
て
い
な
い
の

だ
か
ら
、
否
応
な
く
11
人

で
も
や
れ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
く
。

●
「
こ
の
ま
ま
だ
と
ま
た

次
回
も
無
投
票
か
」
と
嘆

く
町
民
は
多
い
。

　
町
民
は
「
ど
う
し
て
も

選
挙
が
し
た
い
」
と
い
う

の
が
本
音
だ
か
ら
、
我
々

は
そ
れ
に
応
え
る
べ
き
だ
。

第
３
回
研
修
会

　
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て

２
月
24
日
、
山
形
新
聞
社

及
び
共
同
通
信
社
の
客
員

論
説
委
員
、
清
野
勘
一
氏

（
四
ノ
沢
）
に
よ
る
講
演

を
聞
き
、
議
会
活
性
化
に

向
け
た
提
言
な
ど
を
い
た

だ
い
た
（
24
頁
参
照
）。

今
後
の
テ
ー
マ

●
町
民
か
ら
も
容
易
に
理

解
さ
れ
る
、
簡
潔
明
瞭
な

議
会
基
本
条
例

を
ど
の
よ
う
に
策
定
し
て

い
く
か
。

●
小
学
生
ま
た
は
中
学
生

に
よ
る

朝
日
っ
子（
少
年
）議
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
関
係

者
と
相
談
し
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
形
で
実
施
す
る

か
な
ど
。
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鈴
木
　
一
月
の
大
雪
で
果

樹
の
枝
折
れ
等
、
被
害
が

広
範
囲
に
発
生
し
た
。

　
り
ん
ご
産
地
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
維
持
、
収
量
確

保
の
た
め
に
も
、
補
植
用

苗
木
購
入
の
支
援
を
迅
速

に
行
う
べ
き
だ
。

町
長
　
農
家
か
ら
要
望
の

あ
る
補
植
用
苗
木
に
つ
い

て
、
購
入
費
の
４
分
の
１

を
支
援
す
る
予
定
で
す
。

春
は
苗
木
が
不
足
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

秋
購
入
分
に
も
支
援
す
る

考
え
で
す
。

鈴
木
　
雪
害
対
策
の
制
度

の
一
つ
に
樹
体
共
済
が
あ

る
。
し
か
し
、
加
入
状
況

は
横
ば
い
と
聞
い
て
い
る
。

加
入
の
実
情
は
。

町
長
　
加
入
者
は
58
戸
で
、

加
入
し
て
い
る
面
積
は
町

全
体
の
５
％
に
当
た
る
24

ha
で
す
。
加
入
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
な
収

入
保
険
制
度
も
有
効
活
用

し
、
安
心
し
て
営
農
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム

鈴
木
　
認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
専
門
職
に
よ

る
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
に
繋
げ
る
「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
は

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
３
月
中
に
設
置
す

る
予
定
で
す
。

　
チ
ー
ム
構
成
員
の
中
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
し

て
小
林
町
立
病
院
長
が
参

加
し
、
家
族
を
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

鈴
木
　
認
知
機
能
検
査
を

強
化
す
る
改
正
道
路
交
通

法
が
施
行
さ
れ
た
。

　
運
転
免
許
証
を
安
心
し

て
返
納
で
き
る
、
町
と
し

て
の
環
境
整
備
は
。

町
長
　
満
65
歳
以
上
で
自

主
返
納
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
と
し
て
、
山
交
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
ハ

イ
ヤ
ー
の
い
ず
れ
か
一
つ

の
利
用
券
を
２
万
円
分
給

付
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
中
の
事
故

鈴
木
　
近
年
、
農
作
業
中

の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

町
民
の
高
齢
化
に
配
慮
し

た
町
の
安
全
対
策
は
。

町
長
　
高
齢
者
が
、
自
ら

の
心
身
機
能
の
変
化
を
認

識
し
作
業
に
当
た
る
こ
と
、

を
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
機
械
の
安

全
運
転
講
習
会
も
開
き
ま

す
。
作
業
の
見
守
り
な
ど

も
実
施
し
ま
す
。

鈴
木
　
寝
た
き
り
の
方
へ

の
訪
問
理
容
、
施
設
入
所

者
へ
の
理
容
サ
ー
ビ
ス
は
。

町
長
　
28
年
度
の
訪
問
理

容
は
、
３
人
の
方
へ
２
千

円
券
３
枚
を
交
付
し
ま
し

た
。

　
施
設
入
所
者
の
理
髪
は
、

理
美
容
師
の
ご
厚
情
に
よ

り
出
張
料
は
無
料
で
、
理

髪
料
も
低
額
の
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

⃝
�

急
げ
果
樹
の
雪
害
対
策

　
町
長
…�

補
植
用
苗
木
購
入
費
の

１
／
４
を
支
援
し
ま
す

鈴　木　光　一

雪の重みで裂けたりんごの樹

利用者の多いデマンドタクシー
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ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

石
井
　
国
は
地
方
自
治
体

に
対
し
、
人
口
減
少
で
地

域
が
衰
退
し
な
い
よ
う
総

合
戦
略
作
成
の
義
務
を
課

し
て
い
る
。
朝
日
町
の
創

生
総
合
戦
略
は
。

町
長
　
町
民
の
代
表
者
及

び
外
部
有
識
者
に
よ
る
評

価
委
員
会
を
開
催
し
、
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
よ

り
良
い
戦
略
を
練
っ
て
い

き
ま
す
。

石
井
　
医
療
や
介
護
、
福

祉
、
そ
し
て
、
子
育
て
や

教
育
等
、
町
民
の
幸
せ
を

考
え
た
場
合
、
自
主
財
源

の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

当
町
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
で
、
自
主
財
源
を
増

や
し
て
い
く
か
。

町
長
　
産
業
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度

の
ふ
る
さ
と
納

税
の
見
込
み
額

は
１
億
円
で
す
。

石
井
　
町
長
直

轄
の「
チ
ャ
レ

ン
ジ
チ
ー
ム
」

を
提
案
し
た
い
。

こ
れ
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
担

当
者
も
入
る
、

町
が
末
長
く
自

立
し
て
い
く
た

め
の
発
想
集
団

だ
。

　
こ
れ
か
ら
は
、

豊
か
な
ア
イ
デ

ア
を
い
か
に
施

策
に
取
り
入
れ
て
い
く
か

が
、
自
治
体
が
生
き
の
び

る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

　
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

は
、
予
算
と
人
を
付
け
る

よ
う
国
か
ら
通
達
が
あ
る

と
思
う
が
、
町
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

　
予
算
と
人
材
が
配
置
さ

れ
た
こ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ー
ム
」
に
自
由
な
発
想

と
ア
イ
デ
ア
を
促
し
て
、

将
来
の
研
究
開
発
、
町
の

設
計
を
課
す
こ
と
は
意
義

深
い
と
思
う
が
。

町
長
　
ご
提
案
の
直
轄

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」

の
設
置
は
、
限
ら
れ
た
職

員
数
の
当
町
に
あ
っ
て
難

し
い
課
題
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

地
方
交
付
税
の
推
移

石
井
　
こ
こ
10
年
間
の
地

方
交
付
税
の
推
移
を
見
た

上
で
、
こ
れ
か
ら
の
交
付

税
額
を
ど
の
よ
う
に
見
通

し
て
い
る
か
。

町
長
　
直
近
の
普
通
交
付

税
の
推
移
は
、
年
平
均
で

約
22
億
円
の
交
付
で
す
。

　
人
口
の
減
少
が
続
く
当

町
で
す
が
、
近
年
の
大
規

模
事
業
で
過
疎
債
の
後
年

度
の
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
さ
れ
る
町
債
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
普
通
交
付

税
は
国
の
予
算
総
額
の
減

少
率
ほ
ど
に
は
落
ち
込
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　
当
面
の
間
は
、
現
状
の

水
準
で
推
移
し
て
い
く
も

の
と
見
て
い
ま
す
。

石　井　喜久男

⃝�福祉、子育て、教育の充実のために
自主財源を増やす方策は
　町長…�産業力向上とふるさと納税に
　　　　力を入れます

町民代表、外部有識者等による町づくり研修会
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阿
部
　
朝
日
町
総
合
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
は
、
①
町
全
体

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
②
町
の

観
光
、
特
産
品
、
個
々
の

会
社
や
お
店
、
農
家
等
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
③
町
役
場

の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
３

つ
の
柱
で
事
業
を
進
め
て

き
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
大
学
は
、
２

月
19
日
で
最
終
回
を
迎
え

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識

を
、
今
後
ど
う
生
か
す
の

か
。
最
後
の
ツ
メ
が
甘
く
、

町
民
の
期
待
に
応
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
、
以
下
の
具
体
的

問
題
を
提
起
す
る
。

空
き
家
バ
ン
ク

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度

要
綱
の
不
備
が
原
因
で
、

あ
る
取
引
で
途
中
か
ら
不

動
産
業
者
が
入
り
破
談
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

要
綱
を
見
直
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

町
長
　
町
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
も
の
に
、
再
度
内
容

を
検
討
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

阿
部
　
返
礼
品
は
町
の
ア

ピ
ー
ル
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
に
つ
な
が
る
最
高
の
手

段
だ
と
思
う
。
町
の
特
産

品
は
、
町
内
生
産
組
織
を

通
し
て
要
請
す
べ
き
だ
。

町
長
　
町
内
生
産
組
織
と

の
直
接
取
り
引
き
と
、
Ｊ

Ａ
の
仲
介
に
よ
る
商
品
確

保
の
両
方
で
、
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

り
ん
ご
半
ワ
イ
化
栽
培

の
全
国
大
会
を
当
町
で

阿
部
　
朝
日
ロ
ン
バ
ス
方

式
が
全
国
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。
北
海
道
、
東
北

６
県
、
長
野
県
か
ら
数
百

人
が
視
察
に
来
て
い
る
。

　
雪
に
強
く
早
期
成
園
化

す
る
技
術
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
全
国
に
普
及
す
る
と

思
う
。
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
る
た
め
に
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
て
、
全
国
大
会
に
漕

ぎ
つ
け
て
欲
し
い
。

町
長
　
各
果
樹
組
合
、
県
、

農
協
等
と
調
整
し
な
が
ら

協
議
の
場
を
持
ち
、
今
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

き
ま
す
。

町
役
場
、
職
員

の
ブ
ラ
ン
ド
化

阿
部
　
三
重
県
玉
城
町
役

場
を
訪
問
し
た
と
き
、
机

は
皆
正
面
を
向
い
て
い
て
、

立
ち
上
が
っ
て
挨
拶
す
る

職
員
に
好
感
が
持
て
た
。

当
町
役
場
で
も
採
用
し
て

み
て
は
。
心
か
ら
の
あ
い

さ
つ
、
町
民
へ
の
親
切
な

対
応
は
、
何
よ
り
も
大
事

な
こ
と
と
思
う
が
。

町
長
　
職
員
と
課
長
会
で

基
本
的
な
職
員
の
あ
り
方

を
考
え
、
仕
事
の
面
を
含

め
、
検
討
の
場
を
設
け
て

対
処
し
ま
す
。

⃝
�

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
要
綱
を
見
直
す
べ
き

　
町
長
…�

信
頼
さ
れ
る
も
の
に
再
検
討
し
ま
す

新ワイ化「朝日ロンバス方式」のりんご栽培

阿　部　為　吉

14



白
田
　
今
年
３
月
よ
り
、

75
歳
以
上
の
運
転
者
を
対

象
に
、
認
知
機
能
検
査
を

強
化
す
る
改
正
道
路
交
通

法
が
施
行
さ
れ
た
。

　
県
内
で
も
高
齢
者
が
起

こ
す
事
故
が
増
え
て
お
り
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

す
る
動
き
が
加
速
し
て
い

る
。

　
自
主
返
納
後
の
町
の
支

援
策
は
。

町
長
　
平
成
25
年
よ
り
始

め
た
「
朝
日
町
高
齢
者
自

主
返
納
支
援
事
業
」
を
利

用
さ
れ
た
方
は
93
人
で
、

２
万
円
分
の
補
助
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
、
山
交
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
選
択
し
、
利
用
で
き

ま
す
。

制
度
や
支
援
策
の

周
知
方
法
は

白
田
　
認
知
機
能
検
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
返
納

す
る
方
が
増
え
る
と
思
う
。

有
効
期
限
が
切
れ
て
か
ら

返
納
を
考
え
て
い
る
方
も

い
る
の
で
、
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
方
法
は
。

町
長
　
朝
日
町
交
通
安
全

推
進
協
議
会
が
発
行
し
て

い
る「
交
通
安
全
だ
よ
り
」

や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

白
田
　
自
主
返
納
を
た
め

ら
う
理
由
は
何
だ
と
思
う

か
。

町
長
　
自
動
車
が
日
常
生

活
に
不
可
欠
な
移
動
手
段

と
な
っ
て
お
り
、
返
納
す

る
こ
と
で
不
便
を
き
た
し

て
し
ま
う
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

白
田
　
自
主
返
納
後
の
高

齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い

て
、
調
べ
て
い
る
の
か
。

町
長
　「
自
主
返
納
支
援

事
業
」
を
活
用
さ
れ
た
方

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
大

半
の
方
が
家
族
と
同
居
し

て
お
り
、
家
族
の
送
迎
や

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利

用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

返
納
特
典
な
ど

町
独
自
の
対
策
は

白
田
　
高
齢
者
の
事
故
防

止
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ

と
で
あ
り
、
免
許
返
納
後

も
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う

返
納
特
典
な
ど
、
さ
ら
な

る
町
独
自
の
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
高
齢
社
会
が
進
展

す
る
中
、
町
民
の
足
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
町
全
体

の
課
題
で
す
。
運
転
免
許

証
返
納
者
の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
の
高
齢
者
が
不
自

由
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

公
共
交
通
機
関
の
充
実
な

ど
、
さ
ら
な
る
支
援
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

白　田　忠　一

⃝�運転免許証自主返納後の
町の支援策は

　町長…�全ての高齢者が不自由なく
　　　　生活できるよう支援策を考えます

運転免許証返納後の足となるデマンドタクシー

公共交通機関の充実が望まれる（山交バス）
事故防止に

もみじマークを表示
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ブ
ラ
ン
ド
戦
略

長
岡
　
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は

学
び
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の

成
功
、
こ
れ
を
測
る
尺
度

は
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
る
。
確
か
に
企
業
な
ど

で
は
、
会
社
の
潜
在
力
や

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
果

を
尺
度
に
は
し
な
い
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
特

に
役
場
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

お
い
て
は
、
き
ち
っ
と
成

果
指
標
を
示
し
検
証
し
、

町
民
か
ら
評
価
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
。

町
長
　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で

は
っ
き
り
し
た
指
標
は
な

い
も
の
の
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
、「
新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
町
」
と
し
て
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
10
年
間
腰
を
据
え
て

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
役
場
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
も
、
成
果

を
検
証
し
報
告
し
ま
す
。

長
岡
　
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

り
ん
ご
と
ウ
サ
ヒ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
福
祉
バ
ス

の
よ
う
に
、
無
味
乾
燥
な

山
形
直
行
バ
ス
一
号
車
に

お
い
て
も
、
町
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施

し
、
も
っ
と
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

町
長
　
新
型
バ
ス
２
号
車

に
お
い
て
は
、「
あ
さ
ひ

ま
ち
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
を
表
示
し
て
好
評
の

声
が
届
い
て
い
ま
す
。
議

員
ご
指
摘
の
バ
ス
の
み
な

ら
ず
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

町
所
有
車
両
を
含
め
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

少
年
議
会
と
学
校

長
岡
　
小
学
校
の
授
業
で
、

子
ど
も
未
来
会
議
を
開
き

町
の
現
状
と
改
善
策
を
発

表
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

学
し
た
。
少
子
化
の
中
、

郷
土
を
愛
し
、
支
え
、
発

展
に
寄
与
す
る
人
材
の
育

成
は
急
務
で
あ
る
。
小
中

学
生
に
地
域
づ
く
り
の
提

案
、
改
善
策
、
町
の
仕
組

み
な
ど
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
、
こ
の
議
場

を
開
放
し
少
年
議
会
を
開

催
し
た
ら
ど
う
か
。
議
会

活
性
化
の
中
に
も
提
案
さ

れ
て
い
る
し
、
全
国
的
に

も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

町
長
は
ど
う
思
う
か
。

町
長
　
少
年
議
会
を
通
し

実
社
会
に
関
わ
る
機
会
は
、

と
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
開
催
に

は
多
く
の
時
間
が
必
要
。

英
語
な
ど
新
指
導
要
綱
導

入
に
よ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
き
つ
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
も
踏
ま
え
、
学

校
機
関
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

長
岡
　
昨
年
9
月
議
会
で

提
案
し
た
学
校
施
設
の
空

調
整
備
は
、
新
年
度
予
算

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　
平
成
29
年
度
、
暫

定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

西
小
と
宮
小
に
一
カ
所
ず

つ
設
置
し
、
暑
さ
が
ひ
ど
い

場
合
に
一
時
避
難
的
に
使

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
岡
　
今
後
予
定
し
て
い

る
校
舎
長
寿
命
化
計
画
策

定
に
、
空
調
整
備
を
前
向

き
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長
　
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⃝
�

役
場
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

　
成
果
指
標
と
評
価
は

　
町
長
…�
成
果
を
検
証
し
報
告
し
ま
す

長　岡　裕　二
ほのぼのしてＰＲ効果も高い朝日町福祉
バスは朝日町ラッピングバスの元祖
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柴
田
　
去
年
の
議
会
報
告

会
で
各
地
区
か
ら
出
さ
れ

た
町
へ
の
要
望
や
意
見
を
、

議
会
は
意
見
書
に
し
て
町

長
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ

に
対
し
町
長
は
ど
の
よ
う

な
所
感
を
お
持
ち
か
。

町
長
　
議
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
書
な
の
で
、
非

常
に
重
い
も
の
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

柴
田
　
そ
れ
で
は
、
意
見

書
の
中
か
ら
次
の
２
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

「
り
ん
ご
っ
こ
」の

有

効

活

用

柴
田
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
新
設
に
伴
う
既
存
施

設
「
り
ん
ご
っ
こ
」
の
有

効
活
用
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
こ
の
建
物
は
築
40

年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、

外
壁
や
水
回
り
の
設
備
も

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
修

繕
費
用
を
計
算
し
て
み
ま

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

売
却
で
き
な
い
か
、
内
部

で
十
分
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

柴
田
　
検
討
の
結
論
を
出

す
の
は
い
つ
頃
ま
で
か
。

町
長
　
年
度
の
上
半
期
中
、

９
月
頃
ま
で
で
す
。

学
校
給
食
費
の

無

償

化

柴
田
　
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
、
意
見
書

で
は
調
査
、
検
討
を
求
め

た
が
。

町
長
　
町
の
教
育
に
と
っ

て
何
を
最
も
優
先
す
べ
き

か
等
、
多
方
面
に
わ
た
り

部
内
で
検
討
し
、
喫
緊
の

課
題
も
多
か
っ
た
の
で
、

現
段
階
で
の
実
施
は
難
し

い
と
判
断
し
ま
し
た
。

柴
田
　
児
童
、
生
徒
の
現

在
数
か
ら
試
算
す
る
と
、

そ
の
総
費
用
は
２
４
０
０

万
円
程
度
だ
。
ふ
る
さ
と

納
税
や
地
方
創
生
交
付
金

で
、
容
易
に
出
来
る
よ
う

な
気
が
す
る
。「
や
る
気
、

挑
戦
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
町
長
の
気
構
え
と

し
て
は
、
懐
疑
心
を
持
た

ざ
る
を
得
な
い
。

町
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
は

恒
久
財
源
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
ま
た
、
地
方
創
生

交
付
金
は
、

移
住
、
定
住

に
直
接
結
び

つ
く
施
策
で

あ
る
こ
と
が

条
件
で
、
効

果
、
検
証
も

求
め
ら
れ
ま

す
。

　
よ
っ
て
、

こ
の
２
つ
の

財
源
を
給
食

費
に
回
す
こ

と
は
難
し
い

と
判
断
し
ま

す
。

柴
田
　
給
食

費
の
無
償
化

に
踏
み
切
っ
た
県
内
の
市

町
村
が
、
連
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
て
い
る
の
を
ど

う
見
て
い
る
か
。

町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
、
優
先
的

に
判
断
し
実
施
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

柴田　喜久雄

⃝�町民の意見、要望をまとめた
　議会からの意見書への町長の所感は
　町長…�非常に重いものと受けとめて

います

たのしい給食タイム（宮宿小）

17



一言感想を

　
言
っ
て
い
る
こ
と
一
つ

一
つ
に
根
拠
が
あ
っ
て
納

得
し
や
す
い
内
容
で
し
た
。

私
達
が
行
う
討
論
よ
り
も

静
か
で
大
人
だ
な
あ
、
と

思
い
ま
し
た
。清

野
　
華
鈴

　
質
問
す
る
内
容
に
よ
っ

て
答
え
る
人
が
違
う
、
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
質
問
さ
れ
た
こ
と
に
は

き
ち
ん
と
答
え
を
出
し
て

い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

安
藤
　
　
輝

　
ど
ん
ど
ん
話
が
広

が
っ
て
い
っ
て
す
ご

か
っ
た
。
僕
た
ち
が
話

し
合
い
を
し
て
い
る
の

と
全
然
ち
が
う
内
容
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

堀
　
　
文
悟

　
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
町

の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て

い
る
ん
だ
、
と
初
め
て
分

か
り
ま
し
た
。

　
町
長
さ
ん
と
議
員
さ
ん

が
真
剣
に
町
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な

あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

渡
辺
　
天
紫

　
ぼ
く
が
考
え
て
い

た
こ
と
と
違
う
考
え

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
議
会
は
、
一
般

の
人
で
も
見
学
で
き

る
の
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

佐
藤
　
　
岬

　
何
気
な
く
住
ん
で

い
た
朝
日
町
は
、
こ

の
よ
う
に
真
剣
に
考

え
て
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
、
こ
ん

な
に
住
み
や
す
い
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

千
葉
　
清
春

　１つの質問に対して何個もの答

弁があって、みんな聞くのに緊張

しました。議員と町長さんが、思

いつかないことを言っていてすご

い、と思いました。

長岡　真聖　　　

　議員さんが案を言っても、

色々な問題があって、その

案を確実に実行する、とい

うのはあまりなかった。ど

の案も難しい内容だった。

會田　　輝　

　ぼくが考えていたこととは

違っていたけど、ほかのいい案

が出てきていた。

　一般の人、誰でも行けるよう

なのでまた行ってみたいです。

長岡　　聖　　　

　緊張した空気が流れている中

で朝日町の問題について真剣に

話し合っていた。

　たくさんの意見や反論があり

びっくりしました。

熊谷　若葉　　　

　町のことを考えてくれてい

るんだと分かった。自分の考

えをいっぱい話していた。

　いろいろな考えがあるんだ

なあ、と知りました。

菅井　美聡

　町のことについて、必死に

考えている人がたくさんいる

ことに感動しました。

　これからも町のブランド化

に向け、がんばって下さい。

熊谷　　心　　　　

　１時間も、自分の案と一

般の人の案を出して話し合

いをしていること、初めて

分かりました。

鈴木　累可

真剣な眼差しで聞き入る（３月３日）
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一般質問を傍聴した
宮宿小６年生が心のこもった
寄せてくれました

　
初
め
て
の
体
験
で
と
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
聞

い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
経
験

を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

設
楽
ま
ひ
ろ

　
す
ば
や
く
手
を
挙
げ
て

い
っ
ぱ
い
質
問
す
る
議
員
を

み
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
も
議
員
さ
ん
た
ち
を

見
な
ら
い
た
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
部
　
将
太

　
想
像
し
て
い
た
よ
り

も
静
か
で
、
分
か
り
や

す
い
説
明
を
し
て
い
て

聞
き
や
す
か
っ
た
。

　
内
容
が
く
わ
し
く
て
、

ぼ
く
た
ち
に
も
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。

鈴
木
　
柊
耶

　
議
員
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
出
し
て
、

朝
日
町
の
こ
と
を
し
っ

か
り
考
え
て
く
れ
て
い

た
。
ぼ
く
た
ち
の
た
め

に
な
る
と
思
っ
て
良

か
っ
た
。

阿
部
　
　
渉

　
た
く
さ
ん
の
議
員
の
方

が
集
ま
り
、
よ
り
よ
い
朝

日
町
の
た
め
に
一
般
の
方

（
町
民
）
の
意
見
な
ど
も

聞
い
て
話
し
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
し
た
。

菅
井
す
み
れ

　４つの提案、質問を具体的に

していて、それに具体的に答え

たりしていて分かりやすかった。

朝日町のために考えている内容

がよく分かりました。

阿部菜々子　　

　議員がいろいろな意見を

町長さんに話しているとい

うことが分かった。

　町議会には一般の人も聞

きに来ているのだ、と分

かった。

滝口　絢斗　　

　むずかしい問題だけでな

く、バスのラッピングなど

の楽しい話もしているんだ、

と知って、議会のイメージ

が少し変わりました。

清野　由奈

　このような話し合い

があって町が良くなる

んだと分かり、とても

いい勉強になりました。

村山　拓海

　朝日町をより良くした

いという議員さんたちが

いて、たくさんの意見を

出していて、すごいと思

いました。

渡辺　友介

　議員さんが自分の意見

を次から次へと出してい

るのに対して、町長さん

が一つ一つに対して自分

の言葉で次々と言ってい

たのですごいなと思いま

した。

松尾実乃里

　私は議会に行く前に話の内

容について考えていたけれど、

聞くととても深い内容でした。

　しっかり朝日町について話

し合いをしているんだと思い

ました。

山賀　季華　　
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３月定例会最終日、総務文教常任委員会（白田忠一委員長）が下記意見書提出を
発議し、全議員から力強い同意を得て可決し、国に提出しました。

７００万円以上も 保険料を納めて１回でも年金を受給し
亡くなったとき、 後は何もなしでは余りに理不尽！

上の配偶者に遺族年金として給付する制度

を新設すること。

２．�　「改正年金機能強化法」の施行（平成２９年

８月）の際、国民年金加入者の遺族基礎年

金の受給要件が緩和されることに新たな制

限を設けたりせず、時期を遡って受給者を

発生させる救済（例えば、３．１１東日本大

震災の孤児の救済など）に全力を上げるこ

と。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書

を提出します。

　　　平成２９年３月１０日

　　提　出　先
　衆 議 院 議 長　　大　島　理　森　殿

　財 務 大 臣　　麻　生　太　郎　殿

　参 議 院 議 長　　伊　達　忠　一　殿

　総 務 大 臣　　高　市　早　苗　殿

　内閣総理大臣　　安　倍　晋　三　殿

　厚生労働大臣　　塩　崎　恭　久　殿

　内閣官房長官　　菅　　　義　偉　殿

山形県朝日町議会議長　　岡　﨑　吉　博

　外に、県選出国会議員に写しを添えて、実現

方の協力を要請する。

国民年金 加入者に遺族年金制度の新設を求める意見書

給資格者の夫婦で、年金額の少ない方の

妻または夫が亡くなったときでも、遺族

となった配偶者に現在のゼロ給付から基

礎年金部分の半額が給付されるようにな

るからです。

（５）�　昨年の１１月１６日、年金受給の資格要件

である「２５年以上の保険料納入済み期

間」を「１０年以上」に短縮する改訂、

「改正年金機能強化法」が成立し、年金

受給要件が緩和されたのは喜ばしい限り

です。そして、この改訂が国民年金加入

者の遺族基礎年金の受給要件の緩和にも

繋がることになり、受給失格者になって

いた多数の遺族を救済できるようにもな

りました。

（６）�　年金制度の（５）の改善に（４）の改

革が加われば、年金に対する国民の関心

と信頼は深まり、夫婦でいることの意義

と絆も一段と強まります。更には、多く

の国民と行政が希求している「国民年金

保険料の納入率の飛躍的向上」にも繋

がっていくものと判断されます。

　　　�　以上の趣旨は、当町中部区長会からの

切なる要請をうけての要求です。全国民

共通の１階部分の基礎年金に権威ある輝

きを添えるために、下記事項の早期実現

に向け尽力されるよう求めます。

１．�　国民年金・老齢基礎年金の受給者、また

は、受給の有資格者が亡くなったとき、そ

の年金額の半額以上を遺族となった６５歳以
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町政への町民の思いを「意見書」として鈴木町長に提出
した岡﨑議長(中央右)【平成28年9月定例会】

平成２９年度  「議会報告会」日程
開会  午後７時３０分
閉会  午後９時００分（予定）

　町民福祉の向上に向けて、住民自治の意思決定
機関である町議会の役割を果たしていくためには、
町民との対話を重ね、町民とともに活力ある町の発
展を目指して努力することが重要です。その一環と
して、今年も議会報告会を開催します。11人の議員
が2班編制で町内16会場に出向き、議会活動の状況
報告や町政に関する意見の聴取に努めるとともに、
議会活性化に向けた意見をいただき、今後の議会活
動に生かしてまいります。世代を問わず多くの皆様
からのご参加を、よろしくお願いいたします。

テ
ー
マ

・議会活性化に向けた取り組みや議会活動報告
・町政に対する意見や提言等の聞き取り　ほか

期　日 第　１　班 第　２　班

４／１８㈫ 大沼公民館
大暮山、大沼

大谷往来館
大谷一～大谷七

４／１９㈬ 栗木沢公民館
栗木沢、川通

中沢公民館
中沢、真中、舟渡

４／２４㈪
太郎公民館
太郎一～太郎三、

石須部

立木公民館
立木、白倉

４／２５㈫ 常盤公民館
常盤、夏草、長沼

松程公民館
松程

５／９㈫ 大船木公民館
大船木、今平

八ツ沼公民館
西船渡、八ツ沼、

能中、高田

５／１１㈭
宮宿公民館

本町、西町、栄町、

大町、元町、西原　

友和館
小原、宿、沼向、

平、大隅

５／１８㈭
送橋公民館

古槇、送橋、下芦沢、

水本

前田沢公民館
前田沢、四ノ沢、

新宿、緑町

５／１９㈮ 助ノ巻公民館
助ノ巻、雪谷

上郷公民館
杉山、松原、宇津野、

大滝

※�対象地区での日程で都合のつかない方は、他
の会場にお越しください。
※�当日、議会だより№１２６をご持参ください。

問合せ先 �朝日町議会事務局　67－3306

７００万円以上も 保険料を納めて１回でも年金を受給し
亡くなったとき、 後は何もなしでは余りに理不尽！

国民年金 加入者に遺族年金制度の新設を求める意見書

（１）�　公的年金には多種の遺族年金制度があ

ります。中でも、厚生年金と共済年金に

は随所に手厚い遺族年金制度が設けられ

ています。

（２）�　対して、国民年金には遺族基礎年金制

度が共通してあるものの、保険料の納付

済み期間に制約があります。また、独自

給付になっている寡婦年金も受給期間が

６０歳から６５歳までの５年間限定で、さら

に、受給までには国民年金を一度も受給

していないこと、などの条件がありま

す。そのために、この２つの遺族年金の

給付の恩恵にあずかれないでいる人が少

なからずいます。

（３）�　国民年金だけの現金収入で暮らす夫婦

の多くが「今、２人の年金で何とか暮ら

せているが、１人になったときは暮らせ

なくなる」と心配しています。

（４）�　このような実情から、国民年金に遺族

年金制度の新設が望まれているのです。

　　　�国民年金の加入者が亡くなったとき、そ

の人の年金受給額、または受給見込み額

の半額を遺族となった６５歳以上の配偶者

に給付する、などが一例になります。こ

れは、上記の寡婦年金制度に代わり得る

ことができるし、死亡一時金と選択制に

することもできます。

　　　�　そして、この新制度を老齢基礎年金に

も適用させることで、全ての公的年金加

入者と整合性がとれるようになります。

　　　�　厚生年金・共済年金の受給者または受
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人
口
１
万
５
０
０
０
人

の
三
重
県
玉
城
町
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
三
田
工
業
が

あ
り
、
４
０
０
０
人
の
町

民
雇
用
が
あ
る
恵
ま
れ
た

町
で
あ
る
。

　
役
場
は
、
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
７
時
ま
で
開
庁

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
も

導
入
し
て
い
る
。
役
場
職

員
の
自
治
区
担
当
制
を
設

け
、
月
一
度
は
区
長
を
訪

問
し
地
域
と
密
に
連
携
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
（
※
１
）Ｃ
Ｔ
を
利
活

用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
を
運
行
し
て
い
る
。
特

に
デ
マ
ン
ド
交
通
に
着
目

し
て
み
た
。

高
齢
者
福
祉
と

デ
マ
ン
ド
交
通

　
玉
城
町
の
デ
マ
ン
ド
交

通
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
委
託
を
受
け
て
運
行
し

て
い
る
。
そ
れ
は
「
元
気

バ
ス
」
の
愛
称
の
も
と
、

い
つ
で
も
外
出
で
き
る
高

齢
者
の
外
出
支
援
、
医
療

費
の
抑
制
な
ど
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
が
、
実
際

に
３
年
で
１
７
０
０
万
円

ほ
ど
の
医
療
費
削
減
を
達

成
し
て
い
る
。
健
康
寿
命

の
延
伸
、
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
を
促
す

効
果
も
あ
る
と
い
う
。

利
用
料
無
料
と
待

た
せ
な
い
仕
組
み

　
特
筆
す
べ
き
は
、
利
用

料
無
料
で
い
つ
で
も
申
し

込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
運
行
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

４
台
の
バ
ス
の
出
発
時
間

を
決
め
ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活

用
、
す
な
わ
ち
個
人
情
報

を
把
握
し
Ｇ
（
※
２
）Ｐ
Ｓ
で
バ
ス

の
移
動
履
歴
の
記
録
を
確

認
し
指
令
す
る
こ
と
で
、

既
存
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
対

応
よ
り
利
用
者
に
と
っ
て

の
遅
延
が
発
生
し
な
い
と

の
こ
と
。
そ
し
て
今
後
の

活
用
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
連
動

し
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
の
連
携
を
検
討
し
て
い

る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
利

用
者
が
多
く
な
っ
た
際
の

対
応
方
や
シ
ス
テ
ム
利
用

料
・
車
リ
ー
ス
料
・
人
件

費
な
ど
経
費
面
を
み
て
も
、

十
分
射
程
圏
内
に
あ
り
検

討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
高
齢
者
が
多
い
町
だ
か

ら
こ
そ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ

Ｓ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど

情
報
と
の
連
携
で
、
や
さ

し
い
町
づ
く
り
が
で
き
そ

う
だ
。

伊

勢

市

に

て

朝
日
町
ワ
イ
ン
宣
伝

　
有
限
会
社
朝
日
町
ワ
イ

ン
か
ら
の
紹
介
で
、
割
烹

料
理
店
と
仲
卸
業
者
さ
ん

へ
の
朝
日
町
ワ
イ
ン
の
売

り
込
み
も
行
っ
て
き
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
議
会

と
し
て
、
町
の
ひ
と
つ
の

顔
で
あ
る
朝
日
町
ワ
イ
ン

を
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
何
が
で
き
る
の
か
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

玉城町役場にて

用語の解説

伊勢市内割烹「桂」にてＰＲ活動

高齢者福祉の観点とＩＣＴを使ったデマンド交通の先進地

三重県玉城町役場を訪問しての研修
鈴木  光一、小関  崇夫、長岡  裕二

阿部  為吉、岡﨑  吉博、鈴木  義昭、石井喜久男

参加者 （※1）ＩＣＴ＝情報通信技術
（※２）ＧＰＳ＝ 人工衛星を使って現在地

情報を測定するシステム
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朝
日
町
ワ
イ
ン
の

高
評
価
に
感
激

　
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

会
場
と
な
っ
た
「
志
摩
観

光
ホ
テ
ル
」
を
訪
問
。
選

考
委
員
の
１
人
で
あ
る
同

ホ
テ
ル
の
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ

エ
杉
原
正
彦
氏
を
は
じ
め

関
係
各
位
に
、
作
成
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
持
参
し
な
が

ら
改
め
て
感
謝
の
意
を
伝

え
た
。
ま
た
、
朝
日
町
ワ

イ
ン
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
審
査
員
全
員
満
場
一

致
で
、
い
の
一
番
に
決
定

さ
れ
た
と
の
話
し
を
聞
き
、

改
め
て
朝
日
町
ワ
イ
ン
の

品
質
の
高
さ
を
確
信
し
た
。

す
べ
て
の
方
へ

感
謝
決
議
を
持
っ
て

　
朝
日
町
議
会
で
採
択
し

た
「
朝
日
町
ワ
イ
ン
が
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
公
式

な
会
食
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
決
議
」

も
お
届
け
し
た
。
関
係
者

一
同
、
私
た
ち
の
表
敬
に

喜
ん
で
対
応
し
て
く
れ
て

「
朝
日
町
」
に
関

心
を
持
っ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
、

ホ
テ
ル
の
全
館
を

案
内
い
た
だ
い
た
。

　
な
お
、ポ
ス
タ
ー

は
、
町
内
の
公
共

施
設
を
は
じ
め
朝

日
町
ワ
イ
ン
を
販

売
す
る
店
舗
に
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

（
所
感
）
質
問
作
成
に
あ

た
り
、「
事
前
準
備
」「
先

を
読
む
力
」「
相
手
の
答

え
を
想
定
す
る
力
」
等
、

４
種
の
神
器
と
資
料
、

デ
ー
タ
を
フ
ル
に
活
用
し
、

相
手
の
納
得
し
や
す
い

▼
平
成
29
年
３
月
23
日

▼�

ホ
テ
ル
・
ル
ポ
ー

ル
麹
町
（
東
京
）

▼��

唐
沢
剛
氏
に
よ
る

基
調
講
演
。
唐
沢

氏
は
内
閣
官
房
室

の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
地

方
創
生
統
括
官
」

に
就
い
て
い
る
。

▼�

官
民
連
携
に
よ
る

地
域
資
源
を
掘
り

起
こ
し
た
事
例
な

ど
を
学
ん
で
き
た
。

ペ
ー
ス
で
、
自
分
の
思
い

と
考
え
を
興
味
深
く
語
る

こ
と
が
肝
要
、
と
力
説
し

て
い
た
。

　
こ
の
研
修
内
容
を
参
考

に
し
て
、
今
後
の
議
員
活

動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

ホテル総支配人はじめ関係者に感謝を込めて

Ｇ７先進国首脳会議「伊勢志摩サミット」の会食に採用された朝日町ワインを携え

志摩観光ホテルを訪ねて
第 １ 班

（１月17日～１月19日）

政務活動費を活用しての
自主研修報告 その❶

第 ２ 班その❷その❸
「
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」

▼
期
日
…
平
成
29
年
１
月
11
日

▼
場
所
…
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー（
東
京
）

▼
講
師
…
大
阪
市
立
大
学
　
永
田
　
准
教
授

▼ 

内
容
①�

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
を
活
か
し
た

政
策
の
発
信

　
　
　
　
②
質
問
作
成
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

地
方
議
員
研
修
講
座
の
受
講

柴田喜久雄参加者

白
田 

忠
一
、
細
谷 

秀
明

参
加
者
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　「
福
祉
の
増
進
を
旨
と

す
べ
し
」
こ
れ
が
地
方
自

治
法
の
基
本
精
神
で
す
。

し
か
し
、
国
の
他
の
諸
制

約
の
前
に
思
い
通
り
い
か
な

い
課
題
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
解
決
に
向
け
た
提

案
を
朝
日
町
議
会
か
ら
ど

ん
ど
ん
出
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
度
出
し
た
「
国
民

年
金
に
も
遺
族
年
金
制
度

の
新
設
を
」
の
意
見
書
は

そ
の
皮
切
り
に
な
り
そ
う

で
す
。�

（
コ
セ
キ
）

  

【
発
行
責
任
者
】

　
　
議
　
　
長
　
岡
　
𥔎
　
吉
　
博

  

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
　
委

員

長
　
小
　
関
　
崇
　
夫

　
　
副
委
員
長
　
石
　
井
　
喜
久
男

　
　
委
　
　
員
　
長
　
岡
　
裕
　
二

　
　
　

〃

　
　
鈴
　
木
　
光
　
一

　
　
　

〃

　
　
細
　
谷
　
秀
　
明

ＴＥＬ.０２３７-６７-３３０６
 ＦＡＸ.０２３７-６７-２11７

Q
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
、
そ
の
感

想
か
ら
。

A
自
分
の
体
験
や
集
め
た

情
報
を
基
に
、
町
長
と
渡

り
合
う
議
員
の
姿
に
は
好

感
が
持
て
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
質
問
時
間
を

持
て
余
し
、
事
前
準
備
の

不
十
分
さ
を
感
じ

さ
せ
る
人
も
い
ま

し
た
。

　
全
体
的
に
は
追

求
が
足
り
ず
、
議

論
が
か
み
合
わ
な

い
の
が
目
立
っ
た
、

と
い
う
印
象
で
す
。

Q
朝
日
町
の
最
大
の
課
題

と
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
。

A
人
口
減
、
少
子
高
齢
化

対
策
で
す
。

　
働
く
職
場
の
確
保
が
重

要
に
な
り
ま
す
が
、
簡
単

に
企
業
誘
致
で
き
る
時
代

で
は
な
く
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
活
用
す

る
手
段
を
考
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

の
農
業
従
事
希
望
者
は
少

な
く
な
い
と
思
う
の
で
、

農
業
法
人
構
想
を

議
会
で
活
発
に

議
論

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
議
会
活
性
化
の
方
策
に

つ
い
て
の
ご
意
見
は
。

A
一
般
質
問
で
提
案
さ
れ

て
い
た
小
中
学
生
に
よ
る

少
年
議
会

は
、
一
度
実
施
し
て
み
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
町
民
に
注
目
さ

れ
る
た
め
に
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
別
々
の
選
挙
で

選
ば
れ
、
対
等
な
関
係
に

あ
る
町
長
と
議
員
の
間
で
、

緊
張
感
が
あ
り
、
質
の
高

い
質
問
を
行
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
12
人
の
議
員
定
数
は
維

持
す
る
方
向
、
と
聞
き
ま

し
た
が
、
も
し
次
の
町
議

選
が再

び
無
投
票

に
な
れ
ば
、
不
信
を
買
う

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議会活性化の研修会
清野氏の講話を聞く

清 

野 

勘 

一
氏

山
形
新
聞
社
及
び
共
同
通
信
社

客
員
論
説
委
員

（
四
ノ
沢
）
は
語
る

緊
張
感
あ
る
質
疑
を

目
立
つ
追
及
不
足
！

ゲストハウス「松本亭一農舎」にて

町民の声
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